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瀬戸・尾張旭・守山コース、雨の中 8つのお散歩行進を元気に開催
瀬戸から 615 人分の署名が届けられる‼

2022 年 6 月 7 日（No.7）

◆参加者　のべ 233 人　◆折り鶴　7,572 羽
◆募金　45,148 円　◆ペナント　94本
◆日本政府に禁止条約への参加を求める署名　615 筆

瀬戸市役所前河原→名鉄尾張旭駅北
ロータリー→大森東島公園
→小幡交差点→瓢箪山交差点→守山自衛隊前
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午前と午後あわせて 8つのコースでお散歩行進

●瀬戸市役所
雨が降る中、瀬戸市役所前の公園に参加者が集まりました。今年は、はじめてお散歩行進が行われ、３つ

のコースの参加者がぞくぞくと結集しました。
県実行委員会から佐竹さんから「核共有という、とんでもない動きに我慢できないと県内各コースで歩こ

う ! 歩きたい ! の声が広がっています」と挨拶。
被爆二世の太田さんは「国連憲章や憲法などの平和原則を根本から否定するような核武装をいう勢力とど

う向き合うのか。対話力、考える力、アイデァなど私たちは試されています」と話しました。
その後、市議会議長からのメッセージが代読され、最後に「青い空」を参加者で合唱しました。

◆参加者　のべ 63人　◆募金　22,131 円
◆折り鶴　2,822 羽　◆ペナント　30本
◆日本政府に禁止条約への参加を求める署名　615 筆
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小牧市役所→自衛隊小牧基地

→豊山町役場→北名古屋市 永遠の塔

→清須市役所前

高蔵寺弾薬庫→春日井駐屯地

→勝川駅北バス停付近→ささえ愛ｾﾝﾀｰ

9:00 11:00

◆参加者　のべ 100 人
◆募金　14,500 円　◆ペナント　50本

守
山●大森東島公園→守山自衛隊前

◆参加者　のべ70人　◆折り鶴　4,750羽
◆募金　14,517 円　◆ペナント　19本
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６月６日、尾張旭では昨年と同様、３コー
スに分かれて 11 時に各地点を出発し、尾張
旭駅北口ロータリーに向かっておさんぽ平和
行進を行いました。前日から雨の降水確率が
90％の予報にやきもきしましたが、10 時に「お
さんぽ平和行進は決行します」とメールでお知らせしたら、「了解！」の返事が次々に入ってきました。旗
や手作りのタペストリーがびしょ濡れになりながらもみなさん、元気に行進しました。

11 時半からの集会は屋外のステージを使用する予定でしたが、雨脚が強く、駅の階下に雨をしのげると
ころがあり、そこで行いました。70 名ほどの参加のもと、平和行進尾張旭実行委員会あいさつ、尾張旭年
金者の会林会長あいさつのあと、尾張旭市健康福祉課長が市長メッセージを代読されました。今年も尾張旭
市から非核平和宣言が刷り込まれたクリアファイル等をいただきました。折り鶴、ペナントの手渡し式が終
わって、新婦人尾張旭支部たんぽぽ班、さくら班合同で会員メッセージを縫い込んだひまわりタペストリー
を県の実行委員会に贈呈しました。集会の最後を尾張旭年金者の会「楽しくうたう会」のみなさんが「折り
鶴」「花はどこへ行った」を合唱し、参加者も歌いました。

ウクライナの状況に心を痛め、戦争も核兵器もない平和な世界をのぞむみんなの気持ちが一体となった集
会になりました。スタンディング等でいつも「日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める」大横断幕を持っ
てくださっていた方が６月３日に急逝され、きょうの平和行進はその方のことを思いながらの平和行進でし
た。（尾張旭実行委員会　藤崎）

守山区は大森東島公園を出発点に、大森、喜多山、小幡、瓢箪山の各交差点で、最寄りの参加者がスタンディ
ングでお散歩行進を出迎えました。

お散歩行進が結集した小幡駅では集会が行われました。八竜リ
バティーバンドによる、ウクライナに平和を訴える歌などを演奏。
被爆二世の大村さんは、父親の被爆体験・・・瓦礫の下から死体を
掘り起こし、油をかけて焼いたあの臭いを忘れることはできない
で。「悲惨な核の現実を前に、核のボタンを持つ為政者はなんと思っ
ているのか？」と核戦争は、絶対許してはならないと訴えました。

その後、陸上自衛隊第 10 師団に核戦争しないよう求める申し入
れを行いました。

●尾張旭駅前
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